
 

 こ ん な 取 組 を し て い ま す 

９年間で子供を育てる！ 

１ 両校で「目指す児童・生徒像」を共有 

夢や希望の実現を目指す児童・生徒 

 ２ 中学校の教員が小学校に出向いて授業 

〇白山中の教員が、桜山小の授業に出向いて、 

「指導のサポート」「児童への支援」（乗り入れ 

授業）を行っています。 

 ３ 小中合同の「教育活動」の充実 

○桜山小の５・６年生が体育祭等の 

学校行事に、交流参加をしています。 

４ ９年間を見通した指導 

○「外国語・外国語活動」、「道徳」における 

小・中学校９年間を見通した指導を行っています。 

○両校で「学習・生活のきまり」を共有しています。 

６ 小学校高学年では「一部教科担任制」を導入 

英語に強い子供を育てる！ 

１ ＡＬＴが両校に「１人ずつ専属配置」  
〇市内小学校１１校のうち、５日間、専属勤務を 

しているのは桜山小だけです。 

〇桜山小では、ＡＬＴが「外国語」や「外国語活動」の 

授業をはじめ、５日間、専属勤務していることで「日 

常的に英語にふれる機会」が多くあります。 

 
２「英語にふれる活動」を多く実施 

〇ALT と授業以外でも交流をしています。【両校】 

〇「Ｅチャレンジ」(子供たちが英語を使ったチャレ 

ンジ学習)に取り組んでいます。【白山中】 

    ○給食時の校内放送にて、「Ｅシャワー（英語ソン 

グ鑑賞）」を実施しています。【白山中】 

３ 中３で英検の準２級に合格することを目指す 

○白山中では、卒業までに英検準２級を目指してい 

ます。【白山中】 

〇桜山小では、希望する児童が英検にチャレンジして 

います。【桜山小】 

〇「English プレゼン」「帯活動（やりとり）：フリートーク」等 

に取り組んでいます。【白山中】 

－２－ 

 

５ 小学校６年生は、中学校の部活動に参加 

○小学校６年生(希望者)が、中学校の部活動に 

参加できる機会があります。 

※「小６部活動体験」は部活動によって、参加 

できる回数等は異なります。 

特認校(桜山小学校・白山中学校)制度Ｑ&Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 特認校制度とはどんなものですか？ 

Ａ 特認校制度とは、通常の学区と異なり、通学区域を広げて、市内全域から児童・生徒の募集

を行う制度のことです。桜山小学校と白山中学校の、２校の教育活動ならびに特色に共感する

児童・生徒、保護者（園児を含む）が入学を希望し、転入学許可条件をもとに東松山市教育委

員会が就学を認める制度です。 

 
Ｑ 平成３０年度から通学区域が変更になりました。それにともなって、本制度における募集

人数に制限が生じることはありますか？ 

Ａ ありません。本年度以降も、本制度の特色の柱である「小中の９年間で子供を育てる教育」

と「英語に強い子供を育てる教育」に共感する児童・生徒、保護者(園児を含む)が入学を希

望した場合、学校や教育委員会との面談を実施の上、入学を許可します。 

 

Ｑ 特別支援学級に通っている、又は、進級後通うことを考えている児童・生徒も転入学は可能ですか？ 

Ａ 本制度は、２校の教育活動や特色に共感する児童、生徒保護者に就学を認めるものです。

特別支援や不登校等の特別な配慮を要する場合には、各学校において適切な支援が受けられ

るようになっていますので、本制度を利用することはできません。なお、年度途中に、登校

することに困難が生じた場合は、定期的な面談を通して、本来の学区である学校へ転入して

いただきます。 

 


